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研修概要 Research outline 

 ルネサンス・マニエリスム期イタリアにおける「インテグラツィオーネ･シェニカ」のみられるヴィラの

シークエンスについての現地調査を行った。事前に選定した５つのヴィラ（ヴィラ・メディチ・フィエゾ

レ、ヴィラ・チェティナーレ、ヴィラ・ファルネーゼ、ヴィラ・ジュリア、オルティ・ファルネジアーニ）を訪

問し、今後の研究に活用するためのデータ収集（動画および写真、スケッチ、実測）を行った。これ

ら５つのヴィラを網羅する、フィレンツェからローマへ南下するルートで研修を行った。当該ヴィラに

ついて現地で文献の収集も行った。 

 

研修先について About the laboratory visited 

 渡航直前になって研修先の教授が予期せず退任したため、今回は予定していたトリノ工科大へ

の訪問を取りやめ、当該ヴィラへ研究者個人が直接調査に赴く運びとなった。 

 

研修内容 What you learned 

①ヴィラ・メディチ・フィエゾレ（フィレンツェ郊外） 

ルネサンス期ヴィラの典型のベースとなるテラス型の庭園、空間構成の中に織り込まれた都市への

眺望、他のメディチ家所有のヴィラへの相互視認の要素など、庭園部分に関しては当初の姿がほ

ぼそのままに残されていたため、貴重なデータを得ることができた。事前に平面図で確認していた

以上に、３つのレベルに分けられた庭園をパーゴラ部分のシークエンシャルな繋がりを見てとること

ができた。 

個人所有となっているため、建物本体は、残念ながら個人所有のため内観を確認することができな

かった。 

②ヴィラ・チェティナーレ（シエナ郊外） 

直前になり先方の都合がつかなくなったため、見学することができなかった。 

③ヴィラ・ファルネーゼおよびカジノ・ファルネーゼ（カプラローラ） 

都市と庭園の媒介としてのヴィラ建築という立地は、他のどのヴィラの類型にも属さない特殊例であ

る。ヴィラの建築内部のいくつかのポイントからは都市への多次元的な接続が試みられており、単
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純なシークエンスのみでは説明できない「風景の統合」の手法がみられた。今後、持ち帰った資料

の読み込みを行い、分析方法を検討したい。悪天候により、同一敷地内のカジノ・ファルネーゼが

閉園となってしまったため、2 日間にわけて現地を訪れることとなった。 

④ヴィラ・ジュリア（ローマ郊外） 

ヴィラ・ジュリアは平面と立面が相互に対応する３層の構成をとる。ルートとしては比較的シンプルな

動線をとっているため、垂直移動に対応した立体的な視点（下層のニンフェウムから空を見上げる

視点や、ジャルディーノ・セグレートへのアクセス）が肝要である。建物部分の2階からの視点では、

庭園の全体像を見渡す眺望が設定されていると予想していたが、周囲のランドスケープへの眺望

もまた非常に重要な要素として扱われていたことが分かった。これは、ヴィラ・メディチ・フィエゾレや

ヴィラ・ファルネーゼでみられる支配者の視線としての眺望とは全く異なる意味合いを持ちながらも、

シークエンス上での人の動きや構成には共通部分も多い。これら３つの事例は、一連のシークエン

ス内での建築の形態・意味・風景の操作方法を比較することでより理解が深まるのではないかと考

える。動画データとしては、庭園部分の立体的なルートの一部が閉鎖されていたため、残念ながら

完全なデータを得ることができなかった。 

⑤オルティ・ファルネジアーニ（ローマ） 

ローマのパラティーノの丘の中に一部現存する都市型のヴィラである。当初は周囲のローマ時代の

廃墟を取りこみながら設計されたヴィラであったが、今日では当該ヴィラそのものが遺構となり、周

囲の廃墟と一体化したような姿となっている。グロッタや鳥小屋など、特徴的な要素が残っているた

め幾つかの眺望やシークエンスの一部は確認することができた。 

 

研修先で特に印象に残ったこと The most impressive thing 

今回、イタリアのヴィラ建築の現地調査を行うにあたり、そのルート決めと訪問日程が非常に重要で

あった。ヴィラは、その性質上、都市からアクセスしづらい郊外に点在しており、また、個人所有や

ホテルなどとして使用されているため、訪問日時が限られている場合が多い。予め、アポイントを取

り、さらに、訪問日程の限られたヴィラは長めの日程を押さえる、または第 2 候補としていくつか訪

問地を用意するなどして急な変更に備えていたが、対応しきれない部分もあった。とはいえ、目的

の５つのヴィラの内４箇所を訪れることができ、データのみならず実際に体験しなければわからない

空間の特性に良く理解することができた。 

貴重な資料やデータを持ち帰ることができたので、視線解析実験や空間分析に有効に利用し、自

己の今後の研究の発展に努めていきたい。 

 




















































































